





































































































〈論文人〉の 10 篇であった。 
 散文集は「人生は一部の大書であると聞く。」8 で始まる〈序〉が付され、そ
の末尾には「1939 年 2 月 18 日」の日付が記されている。《今日評論》に掲載さ
れた上記の 4 篇は、同年 1 月から 5 月に発表されており、《写在人生辺上》中の
他の 6 篇の初出は明らかではなく、書き下ろしであると考えられているが、〈序〉
の日付から、散文集に収録された 10 篇の散文は 1938 年から 39 年にかけて執筆
されたものであると推測できる。9 
 「わずか 10 篇、序を入れてもたった 11 篇しか収録していないが、忽せにす
べからざる名著」10 と評された《写在人生辺上》については、前述の通りほと























































 イソップ寓話の歴史は古い。イソップの名は、早くもヘロドトス（前 485 頃
‐前 425 頃）の著述に見られるという。 Aesopは本来アイソポスAisoposであ
り、日本で定着している「イソップ」は英語音に基づく呼称である。古代ギリ





































































1903 年 5 月 林紓・厳培南・厳璩訳《伊索寓言》、上海商務印書館 
1915 年 3 月 孫毓修編訳《伊索寓言演義》、上海商務印書館 
1923 年 7 月 28 日 周作人訳〈郷間的老鼠和京都的老鼠〉（田舎の鼠と都会
の鼠）、《晨報副鐫》 
1929 年 1 月 汪原放訳《伊所伯的寓言》、上海亜東書店（英訳本の重訳） 
1932 年 8 月 孫立源訳《伊索寓言》、上海開明書店（英訳本の重訳） 
1935 年 6 月 沈志堅訳《伊索寓言選》、上海新中国書局 
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1935 年 9 月 呂金録選訳《伊索寓言》、上海商務印書館 
1936 年 3 月 許敬言訳《伊索寓言選》、上海商務印書館 
1936 年 5 月 林華訳《伊索寓言》、上海啓明書局 



































































































































































































































 《呉宓日記》では銭鍾書が度々言及されている。例えば 1939 年 9 月 29 日の
日記には「午前中、寧が取った銭鍾書の Contemporary Novel の講義録を読了。



























































                                                              
1 孫雄飛〈銭鍾書、楊絳談《囲城》改編〉（解璽璋主編《囲城内外――従小説到電視劇》
世界知識出版社、1991 年 8 月所収） 
2 拙稿「銭鍾書『囲城』解読１――「近代」中国のさまよえる知識人達」（『言語文化論
叢』第 13 号、金沢大学外国語教育研究センター紀要、2009 年 3 月） 
3 銭鍾書著《囲城》、人民文学出版社、1980 年 10 月。以後、《囲城》からの引用は全て本
書に依拠し、拙訳に拠る。 
4 銭鍾書〈読伊索寓言〉（銭鍾書著《写在人生辺上》中国社会科学出版社、1990 年 5 月）。
以後、《写在人生辺上》からの引用は全て本書に依拠し、拙訳に拠る。 
5『ラ・フォンテーヌ寓話』市原豊太訳、白水社、1997 年 10 月 
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6『通俗伊蘇普物語』、渡部温訳、谷川恵一解説、平凡社東洋文庫、2001 年 9 月 
7 拙稿「一九四〇年代における銭鍾書――文人・知識人諷刺のゆくえ」（『言語文化論叢』
第 8 号、金沢大学外国語教育研究センター紀要、2004 年 3 月） 
8〈写在人生辺上・序〉、同注 4 前掲書 
9 注 2 杉村前掲論文及び拙稿「散文「悪魔の夜の銭鍾書先生訪問」試論――作家の自己
対話と西南聯合大学における銭鍾書」（『言語文化論叢』第 12 号、金沢大学外国語教育研
究センター紀要、2008 年 3 月）に詳しい。 
10 司馬長風《中国新文学史》下巻、昭明出版社、1978 年 12 月 




年第 1 期） 
13 袁良駿〈戦時学者散文三大家：梁実秋、銭鍾書、王了一〉（《北京社会科学》1998 年第
1 期） 
14 許淵冲〈銭鍾書先生及訳詩〉（《銭鍾書研究》第二輯、文化藝術出版社、1990 年 11 月） 
15 古川斉「「寓話」成立に関する一考察――“イソップ寓話”認識の変質」（『東京大学西









和 48 年所収）などを参考にした。 
18 新村出「『イソップ物語（二）』」（『新村出全集』第七巻、筑摩書房、昭和 48 年所収） 
19 新村出「西洋文学翻訳の嚆矢――文禄旧訳の『伊曾保物語』――」（『新村出全集』第
七巻、筑摩書房、昭和 48 年所収） 
20 新村出「『イソップ物語（一）』」（『新村出全集』第七巻、筑摩書房、昭和 48 年所収）
に「最近に至るまで、殆ど百種に達するほどの出版がある。」とあり、当該文の初出が昭




                                                                                                                                         
「文化の翻訳」の方法をめぐって――」（『泊園』第 33 号、1994 年 9 月）、「イソップ東漸
――ロバート・トームと『意拾寓言』」（関西大学『文学論集』第 40 巻第 1 号）を参考に
した。 
22 張俊才〈林紓著訳系年〉（薛綏之・張俊才編《林紓研究資料》福建人民出版社、1983
年 6 月）によれば、林紓訳《伊索寓言》は 1903 年 5 月に第 4 版が刊行されており、初版
については「未詳」とある。また、共訳者（口述訳者）である厳培南・厳璩兄弟は《天




24 注 23 根岸論文附録「古代ギリシア文学翻訳年表」に基づく。 
25 銭鍾書〈林紓的翻訳〉（《銭鍾書文集》）初出は《文学研究集刊》人民文学出版社、1964
年 6 月。後に《旧文四篇》上海古籍出版社 1979 年 9 月、《七綴集》上海古籍出版社 1985
年 12 月に収録された。 
26 注 16 前掲書を参考にした。 
27 影印本『古活字版伊曾保物語』（勉誠社、昭和 51 年）を翻字した遠藤潤一著『邦訳二
種伊曾保物語の原典的研究・続編』風間書房、昭和 59 年に拠った。 
28 常風〈和銭鍾書同学的日子〉（韓石山主編《和銭鍾書同学的日子》陝西人民出版社、2007
年 7 月所収） 
29 呉宓著、呉学昭整理注釈《呉宓日記Ⅶ・1939～1940》生活・読書・新知三聯書店、1998
年 6 月 
30 許淵冲著《追憶逝水年華》（生活・読書・新知三聯書店、1996 年 11 月）及び《中国近
現代人名大辞典》（中国国際広播出版社、1989 年 4 月）を参考にした。 
31 銭鍾書と葉公超については、 拙稿「「二十にして狂ならざるは志気没し」――銭鍾書
『写在人生辺上』と『囲城』」（佐藤保編『鳳よ鳳よ――中国文学における〈狂〉』汲古書
院、平成 21 年 7 月所収）に詳しい。参照されたい。 
32 魯迅〈談蝙蝠〉（《魯迅全集》第 5 巻、人民文学出版社、1981 年所収）。初出は〈申報・
自由談〉1933 年 6 月 25 日。拙訳に拠る。 
33 同前の注釈に基づく。 
34 小堀桂一郎著『イソップ寓話――その伝承と変容』講談社学術文庫、2001 年 8 月 
35 同前 
36〈銭鍾書先生最後的日子〉（《南方週末》1998 年 12 月 25 日）に拠る。記事に添えられ
た写真には、棺と妻楊絳を含む 6 人しか写っていない。 
37 何暉・方天星編《一寸千思――憶銭鍾書先生》（遼海出版社、1999 年 4 月）は中国本
国および海外の訃報記事、知人による追悼文を収録している。また、《一寸千思》を含む
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追悼本出版の例としては、収録李明生等編《文化崑崙――銭鍾書其人其文》（人民文学出
版社、1999 年 7 月）、沉冰編《不一様的記憶――与銭鍾書在一起》（当代世界出版社、1999
年 8 月）、劉中国著《銭鍾書 20 世紀的人文悲歌》上下（花城出版社、1999 年 9 月）、李洪
岩・范旭侖著《為銭鍾書声辯》（百花文藝出版社、2000 年 1 月）などがある。 
38 周楡瑞〈也談費孝通和銭鍾書〉。孔慶茂著《銭鍾書伝》（江蘇文藝出版社、1992 年 4 月）
に見られる。周楡瑞の文は未見。 
39 許淵冲著《続憶逝水年華》、湖北人民出版社、2008 年 1 月 
40 同前 
41 同注 29 前掲書 
42 銭鍾書〈《呉宓日記》序言〉（呉宓著、呉学昭整理注釈《呉宓日記Ⅰ・1910～1915》生
活・読書・新知三聯書店、1998 年 3 月） 
43 周作人〈《伊索寓言》〉（鍾叔河選編《周作人文選Ⅳ1945‐1966》広州出版社、1995 年
12 月所収）。初出は《亦報》1950 年 3 月 25 日。 
